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市の財政状況をお知らせします

問合先　財政課財政担当

　
市
の
財
政
状
況
は
、
年
２
回
、

上
半
期（
４
月
～
９
月
）と
、
下
半

期（
10
月
～
３
月
）に
分
け
て
定
期

的
に
公
表
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

平
成
30
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
当
初
予
算
額
は
、
２
０
６
億
４

０
０
０
万
円
で
、
新
た
に
８
億
４

４
２
３
万
円
を
補
正
予
算
と
し
て

追
加
し
ま
し
た
。
９
月
末
現
在
の

予
算
額
は
、
２
１
４
億
８
４
２
３

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

　
１
０
１
億
３
８
２
万
円
が
収
入

済
み
で
47
・
０
％
の
収
入
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
市
債
や
国
県
支
出

金
は
、
大
部
分
が
下
半
期
に
収
入

さ
れ
る
た
め
、
低
い
収
入
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
、
ほ
ぼ

順
調
な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　
９
０
億
７
５
７
３
万
円
が
支
出

済
み
で
、
42
・
２
％
の
執
行
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
包
括
相

談
事
業
や
母
子
健
康
包
括
支
援
事

業
な
ど
が
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　
一
般
会
計
同
様
に
各
特
別
会
計

も
概
ね
順
調
に
執
行
し
て
い
ま
す
。

特別会計
会計名 予算額 収入済額 収入率(％) 支出済額 執行率(％)
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後期高齢者医療 7億437万円 2億7597万円 39.2 2億4128万円 34.3
介護保険 43億5688万円 24億6379万円 56.5 14億5217万円 33.3
一本松土地区画整理事業 2億7897万円 8566万円 30.7 5233万円 18.8
若葉駅西口土地区画整理事業 4億3224万円 1億2671万円 29.3 1億758万円 24.9

市債残高の状況
会計名 9月末現在高(元金) 昨年度同時期との比較

一般会計 158億1715万円 △1億4836万円
一本松土地区画整理事業 1億4227万円 △3154万円
若葉駅西口土地区画整理事業 9億8762万円 △1億3288万円

0 50 1000 〈億円〉 〈億円〉50100
86 億 1651 万円
42 億 8807 万円
30 億 7951 万円
10 億 4371 万円
27 億 2923 万円
11 億 1946 万円
21 億 6798 万円
6 億 7553 万円

15 億 5439 万円
6 億 3408 万円

14 億 1744 万円
6 億   525 万円

11 億   880 万円
4 億 8194 万円
8 億 1037 万円
2 億 2769 万円

（49.8％）

（33.9％）

（41.0％）

（31.2％）

（40.8％）

（42.7％）

（43.5％）

（28.1％）

97 億 9677 万円
（58.0％）56 億 7957 万円

44 億 8478 万円
（36.9％）16 億 5368 万円

15 億 6281 万円
（0％） 　　　　   0 万円

13 億 1260 万円
（63.2％）   8 億 2923 万円

10 億 8710 万円
（0％） 　　　　   0 万円

10 億 6000 万円
（62.3％）   6 億 6032 万円

7 億 5377 万円
（100％）   7 億 5377 万円

14 億 2640 万円
（37.0％）   5 億 2725 万円

民　生　費
総　務　費
土　木　費
教　育　費
公　債　費
衛　生　費
消　防　費
そ　の　他

予算額
214 億 8423 万円

歳入
収入済額 101 億 382 万円

（収入率 47.0％）

歳出
支出済額　90 億 7573 万円

（執行率 42.2％）

市　　　税
国県支出金
市　　　債
地方交付税
繰　入　金
　
繰　越　金
そ　の　他

地方消費税
交　付　金

予算額（上段）
収入済額（下段）

予算額（上段）
支出済額（下段）

一般会計
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市職員の給与、勤務条件などを公表します

問合先　人事課人事担当

　「鶴ヶ島市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」に基づき、人事行政の運営の概要をお知らせ
します。
■任免の状況（平成29年度）
　採用11人(一般事務職11人)
　退職21人(定年6人、勧奨3人、自己都合12人)

■一般行政職の級別職員数（平成30年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的
な職名 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 部長

人数 12 25 85 59 60 31 10 282
割合 4.3 8.9 30.1 20.9 21.3 11.0 3.5 100
※鶴ヶ島市の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です
※一般行政職とは、税務職・福祉職・教育職・技能職などを除いた
職種です(以下同じ)

■部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区分

部門
職　員　数 対前年

増減数平成30年 平成29年

一般行政部門

議　　会 6 5 1
総　　務 109 112 △3
税　　務 30 30
民　　生 91 87 4
衛　　生 25 26 △1
労　　働 1 1
農林水産 9 9
商　　工 4 4
土　　木 48 52 △4
小　　計 323 326 △3

特別行政部門
教　　育 41 41
小　　計 41 41

普通会計　　計 364 367 △3

公営企業等
会計部門

国保事業
その他 23 24 △1

小　　計 23 24 △1
合　　　　　　　計 387 391 △4

※職員数は、一般職に属する職員数であり、派遣職員および再任
用職員(フルタイム)を含み、再任用職員(短時間)、一般職非常勤職
員および臨時職員を除いています

■人件費の状況（平成29年度一般会計決算）
住民
基本台帳
人口

（30.3.31現在）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（B／A）

28年度の
人件費率
（参考）

7万81人 205億4809万2千円 36億9455万5千円 18.0％ 18.3％

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます
※人件費率とは、歳出額に占める人件費の割合です

■職員の平均給料月額と平均年齢（平成30年4月1日現在）

区　分
一般行政職 技　能　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
鶴ヶ島市 32万5035円 43.3歳 31万5700円 53.2歳
国 32万9845円 43.5歳 28万6817円 50.7歳

■職員の初任給〔給料月額〕（平成30年4月1日現在）

区　分
一般行政職

大学卒 高校卒
鶴ヶ島市 18万5800円 15万6800円
国 17万9200円 14万7100円

■ラスパイレス指数（平成29年度）
区　分 一般行政職
鶴ヶ島市 97.8

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を100として比較
したものです

■職員手当（平成30年4月1日現在）
期末手当
勤勉手当 年間支給割合　期末手当　2.60月分　　　　　　　勤勉手当　1.80月分
地域手当 給料・扶養手当および管理職手当の総額の10％
特殊勤務
手　　当

①防疫作業手当（日額500円）
②行旅病人等取扱手当（1回1500円または3000円）

扶養手当
①配偶者6500円　②子1万円
③父母など6500円
（特定扶養〔16歳〜22歳の扶養親族〕5000円加算）

住居手当 賃貸住宅→家賃額に応じて支給（最高2万7000円）

通勤手当
①交通機関利用者→運賃相当額（最高5万5000円）	
②交通用具（自動車など）利用者（ただし、2km以
上）→距離に応じた定額（最高3万1600円）

管 理 職
手　　当

部長級　7万円、課長級　5万2000円、
主幹級　4万1000円

退職手当
区　分 勤続20年 勤続25年 勤続30年 最高限度額
自己都合 20.44500月分 29.14500月分 36.10500月分 49.59000月分
定年・勧奨 25.55625月分 34.58250月分 42.41250月分 49.59000月分

■勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間（標準）
始業時刻 終業時刻 1日の勤務時間 1週間の勤務時間
8時30分 17時15分 7時間45分 38時間45分

（2）年次有給休暇の取得状況（平成29年度）
制　度　の　概　要 平均取得日数

1年度につき20日付与（翌年度繰越可能。最大40日） 10.6日

（3）育児休業などの取得状況（平成30年4月1日現在）
休業の種類 育児休業 部分休業
取得者数 10人 6人
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償却資産の申告は1月31日までです

問合先　税務課資産税担当

償
却
資
産
と
は

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
や
、
ア
パ

ー
ト
・
駐
車
場
な
ど
の
不
動
産
経
営

を
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
資
産
を
償
却
資

産
と
い
い
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

償
却
資
産
の
種
類

対
象
外
と
な
る
資
産

①�

使
用
可
能
期
間
が
１
年
未
満
の
も
の

②
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り

一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の（
い
わ

ゆ
る
少
額
償
却
資
産
）

③
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
で
、
法

人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年
間

で
一
括
し
て
均
等
償
却
す
る
も
の（
い

わ
ゆ
る
一
括
償
却
資
産
）

④
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

対
象
と
な
る
も
の

※
②
、
③
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個

別
の
資
産
ご
と
の
耐
用
年
数
に
よ
り

通
常
の
減
価
償
却
を
行
っ
て
い
る
も

の
は
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す

申
告
義
務
が
あ
り
ま
す

　
登
記
制
度
の
あ
る
土
地
・
家
屋
と

は
異
な
り
、
償
却
資
産
は
資
産
の
所

有
者
に
対
し
て
、
毎
年
申
告
の
義
務

を
課
し
て
い
ま
す
。

　
共
同
住
宅
・
駐
車
場
な
ど
の
不
動

産
経
営
者
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
門
や
塀
、
駐
車
場
の
舗
装
、

ご
み
置
場
な
ど
は
、
土
地
や
家
屋
の

固
定
資
産
税
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
期
限

　
１
月
31
日
㈭
ま
で

提
出
方
法

　
税
務
課
に
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
社
や
自
宅
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
電
子
申
告

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）で
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
分
を
申
告
さ
れ
た
方

に
は
、
12
月
上
旬
に
申
告
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。

　
新
規
事
業
所
な
ど
で
申
告
用
紙
が

必
要
な
方
は
、
必
要
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
基
づ

き
、
法
人
の
方
は
、
13
桁
の
法
人
番

号
を
、
個
人
事
業
主
の
方
は
、
12
桁

の
個
人
番
号
を
、
申
告
書
の
所
定
の

記
載
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
は
、
本
人
確
認
と
個
人

番
号
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
　
税
務
署
へ
毎
年
申
告
を
し
て
　
　
　

い
ま
す
が
、
市
に
も
申
告
は
必
要
で

す
か
？

Ａ
１
　
必
要
で
す
。
税
務
署
は
、
国

税（
所
得
税
、
法
人
税
）の
申
告
、
市

役
所
は
、
地
方
税（
固
定
資
産
税
）の

申
告
で
す
。
ま
た
、
市
税
と
国
税
で

は
取
扱
い
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な

い
場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
２
　
資
産
の
所
有
状
況
把
握
の
た

め
、「
資
産
な
し
」
の
申
告
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
所
有
資
産
の
増
減
が
な
い
場

合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
３
　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資

産
内
容
に
変
更
が
な
く
て
も
、
申
告

は
必
要
で
す
。

Ｑ
４
　
廃
業
し
た
場
合
、
申
告
は
必

要
で
す
か
？

Ａ
４
　
必
要
で
す
。
廃
業（
転
出
・
解

散
を
含
む
）し
た
旨
を
記
載
し
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
　
申
告
に
つ
い
て
調
査
依
頼
の

通
知
が
届
い
た
が
、
ど
う
し
て
か
？

Ａ
５
　
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
に
、
固
定
資
産
台
帳
や
所
得
税（
法

人
税
）申
告
書
類
な
ど
の
写
し
を
提
出

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

種
類

具
体
例

構
築
物

門
、
塀
、
舗
装
、
外
構
、
緑
化

施
設
、
駐
車
場
、
広
告
塔
、
屋

外
配
管
用
設
備
な
ど

機
械
・

装
置

土
木
建
設
機
械
・
電
気
機
械
な

ど
の
各
種
産
業
用
機
械
・
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど

車
両
・

運
搬
具

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
大
型

特
殊
自
動
車
、
構
内
運
搬
具
な

ど

工
具
・

器
具
・

備
品

事
務
机
、
椅
子
、
レ
ジ
、
パ
ソ

コ
ン
、
医
療
機
器
、
エ
ア
コ
ン

な
ど
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12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

で
す
。
こ
れ
は
、
平
成
９
年
12
月
に

京
都
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

３
）を
契
機
に
、
環
境
省
が
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
は
、
単

に
気
温
が
上
昇
す
る
だ
け
で
な
く
、

大
規
模
な
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発

生
に
よ
る
大
災
害
、
干
ば
つ
な
ど
の

異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
悪
影

響
、
さ
ら
に
は
生
態
系
の
変
化
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
野
菜
価
格
の
高
騰

や
、
熱
中
症
に
か
か
る
リ
ス
ク
の
増

加
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
に

も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
便
利
で
豊
か
な
生
活
は
、

た
く
さ
ん
の
資
源
を
消
費
す
る
こ
と

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
、
暖
房

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
増

え
て
い
く
時
期
で
す
。

　
寒
い
日
は
上
着
を
１
枚
多
く
着
る

な
ど
、
暖
か
い
格
好
で
過
ご
し
、
暖

房
温
度
を
低
め
に
設
定
す
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
か
ら
行

動
し
、
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排

出
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
展
示

期
間
　
12
月
10
日
㈪
～
18
日
㈫

※
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
ロ
ビ
ー

期
間
中
の
催
し
物

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
展
覧
会

　�

ご
応
募
い
た
だ
い
た
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
関
す
る
作
品
の
展
覧
会

・
お
う
ち
de
キ
エ
ー
ロ
事
業
の
紹
介
と

キ
エ
ー
ロ
の
実
物
展
示

・
野
菜
く
ず
と
野
菜
の
交
換

　�

生
ご
み
削
減
の
活
動
を
広
め
る
た

め
、
よ
く
水
を
切
っ
た
生
ご
み（
野

菜
の
み
）３
日
分
と
引
き
換
え
に
、

野
菜
や
花
の
苗
な
ど
を
お
渡
し
し

ま
す（
生
ご
み
は
、
畑
で
堆
肥
に
し

て
使
用
し
ま
す
）。

　
実
施
時
間
／
10
時
～
12
時

　�

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

つ
る
が
し
ま
温
暖
化
防
止
学
習
会

日
時
　
12
月
６
日
㈭
14
時
～
16
時

場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

講
師
　
嶋し
ま

田だ

知と
も

英ひ
で

さ
ん（
埼
玉
県
環
境

科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
地
球
環
境
・
自

然
共
生
研
究
領
域
長
）

内
容
　
講
演
会
／「
気
候
変
動
問
題
」の

実
態
と
影
響
、
そ
し
て
対
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
／
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
出
来
る
こ
と

問
合
先
　
市
民
情
報
連
絡
会
・
柏か
し
木わ

ぎ

☎
０
８
０・５
４
３
９・３
０
７
３

緑
の
カ
ー
テ
ン
情
報
交
換
会

日
時
　
12
月
12
日
㈬
13
時
～
15
時

場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

内
容
　
１
部
／
育
成
情
報
交
換
会
、

２
部
／
環
境
に
つ
い
て
の
お
話

主
催
　
つ
る
が
し
ま
緑
の
カ
ー
テ
ン

市
民
実
行
委
員
会

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

そ
の
他
　
参
加
者
に
「
種
」、「
育
成

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
催
中
！

期
間
　
12
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日

内
容
　
県
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
事
業

に
賛
同
し
た
県
内
家
電
量
販
店
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ま
ち
の
電
気
店
が
「
彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
推
進
店
」
と
し
て
皆
さ
ん
の
省

エ
ネ
を
応
援
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
中
で
す
。

　
白
熱
電
球
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
換

え
る
と
、
消
費
電
力
が
約
７
分
の
１

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
近
く

の
「
彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
店
」

で
手
軽
に
交
換
で
き
て
省
エ
ネ
効
果

も
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
換
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
合
先
　
県
温
暖
化
対
策
課

☎
０
４
８・８
３
０・３
０
３
８

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

日
時
　
12
月
22
日
㈯
17
時
～
19
時

場
所
　
若
葉
駅
西
口
広
場

内
容
　
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
て
多
彩

な
ア
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

問
合
先
　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
若

葉
駅
西
口
広
場
実
行
委
員
会
・
横よ
こ

瀬せ

☎
０
９
０・３
３
１
６・８
２
２
２

つ
る
バ
ス・つ
る
ワ
ゴ
ン
で
出
か
け
よ
う
！

　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
は
、
つ
る
バ
ス
南
北
線
「
若
葉

駅
西
口
停
留
所
」
の
目
の
前
で
す
。

　
お
出
か
け
の
際
は
、
つ
る
バ
ス
・
つ

る
ワ
ゴ
ン
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
自
家

用
車
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
で
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
都
市
計
画
課
交
通
政
策
担
当
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12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

で
す
。
こ
れ
は
、
平
成
９
年
12
月
に

京
都
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組

条
約
第
３
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

３
）を
契
機
に
、
環
境
省
が
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
は
、
単

に
気
温
が
上
昇
す
る
だ
け
で
な
く
、

大
規
模
な
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
発

生
に
よ
る
大
災
害
、
干
ば
つ
な
ど
の

異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
悪
影

響
、
さ
ら
に
は
生
態
系
の
変
化
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
野
菜
価
格
の
高
騰

や
、
熱
中
症
に
か
か
る
リ
ス
ク
の
増

加
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
に

も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
便
利
で
豊
か
な
生
活
は
、

た
く
さ
ん
の
資
源
を
消
費
す
る
こ
と

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
本
番
を
迎
え
、
暖
房

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
増

え
て
い
く
時
期
で
す
。

　
寒
い
日
は
上
着
を
１
枚
多
く
着
る

な
ど
、
暖
か
い
格
好
で
過
ご
し
、
暖

房
温
度
を
低
め
に
設
定
す
る
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ
と
か
ら
行

動
し
、
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排

出
を
減
ら
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
展
示

期
間
　
12
月
10
日
㈪
～
18
日
㈫

※
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
ロ
ビ
ー

期
間
中
の
催
し
物

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
展
覧
会

　�

ご
応
募
い
た
だ
い
た
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
関
す
る
作
品
の
展
覧
会

・
お
う
ち
de
キ
エ
ー
ロ
事
業
の
紹
介
と

キ
エ
ー
ロ
の
実
物
展
示

・
野
菜
く
ず
と
野
菜
の
交
換

　�

生
ご
み
削
減
の
活
動
を
広
め
る
た

め
、
よ
く
水
を
切
っ
た
生
ご
み（
野

菜
の
み
）３
日
分
と
引
き
換
え
に
、

野
菜
や
花
の
苗
な
ど
を
お
渡
し
し

ま
す（
生
ご
み
は
、
畑
で
堆
肥
に
し

て
使
用
し
ま
す
）。

　
実
施
時
間
／
10
時
～
12
時

　�

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

つ
る
が
し
ま
温
暖
化
防
止
学
習
会

日
時
　
12
月
６
日
㈭
14
時
～
16
時

場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

講
師
　
嶋し
ま

田だ

知と
も

英ひ
で

さ
ん（
埼
玉
県
環
境

科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
地
球
環
境
・
自

然
共
生
研
究
領
域
長
）

内
容
　
講
演
会
／「
気
候
変
動
問
題
」の

実
態
と
影
響
、
そ
し
て
対
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
会
／
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
出
来
る
こ
と

問
合
先
　
市
民
情
報
連
絡
会
・
柏か
し
木わ

ぎ

☎
０
８
０・５
４
３
９・３
０
７
３

緑
の
カ
ー
テ
ン
情
報
交
換
会

日
時
　
12
月
12
日
㈬
13
時
～
15
時

場
所
　
市
役
所
１
階
１
０
２
会
議
室

内
容
　
１
部
／
育
成
情
報
交
換
会
、

２
部
／
環
境
に
つ
い
て
の
お
話

主
催
　
つ
る
が
し
ま
緑
の
カ
ー
テ
ン

市
民
実
行
委
員
会

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

そ
の
他
　
参
加
者
に
「
種
」、「
育
成

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
催
中
！

期
間
　
12
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日

内
容
　
県
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
事
業

に
賛
同
し
た
県
内
家
電
量
販
店
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ま
ち
の
電
気
店
が
「
彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
推
進
店
」
と
し
て
皆
さ
ん
の
省

エ
ネ
を
応
援
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
中
で
す
。

　
白
熱
電
球
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
換

え
る
と
、
消
費
電
力
が
約
７
分
の
１

に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
近
く

の
「
彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
店
」

で
手
軽
に
交
換
で
き
て
省
エ
ネ
効
果

も
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
換
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
合
先
　
県
温
暖
化
対
策
課

☎
０
４
８・８
３
０・３
０
３
８

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

日
時
　
12
月
22
日
㈯
17
時
～
19
時

場
所
　
若
葉
駅
西
口
広
場

内
容
　
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
て
多
彩

な
ア
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

問
合
先
　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
若

葉
駅
西
口
広
場
実
行
委
員
会
・
横よ
こ

瀬せ

☎
０
９
０・３
３
１
６・８
２
２
２

つ
る
バ
ス・つ
る
ワ
ゴ
ン
で
出
か
け
よ
う
！

　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
は
、
つ
る
バ
ス
南
北
線
「
若
葉

駅
西
口
停
留
所
」
の
目
の
前
で
す
。

　
お
出
か
け
の
際
は
、
つ
る
バ
ス
・
つ

る
ワ
ゴ
ン
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
自
家

用
車
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
で
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
都
市
計
画
課
交
通
政
策
担
当
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総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
審
議
を

行
う
「
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
の

委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
総
合
計
画
を
策
定
す
る
過
程

で
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
、
知
識
・
経
験
・
関
心

の
あ
る
方（
公
務
員
を
除
く
）

募
集
人
員
　
若
干
名

任
期
　
２
年
間

内
容
　
総
合
計
画
に
関
す
る
審
議

な
ど

申
込
み
　
12
月
25
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
「
鶴
ヶ
島
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
」

な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本

人
が
直
接
、
政
策
推
進
課
政
策
担

当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

用
紙
は
、
政
策
推
進
課
窓
口
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル

な
ど
、
そ
の
他

の
提
出
方
法
は

応
募
用
紙
を
確

認
し
て
く
だ
さ

い
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意

見
・
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡
単
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ 詳細はこちら

ひ
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
意
識
調
査
・
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
民
意
識
調
査
と
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
・
提
案
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
策
定
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
市
民
意
識
調
査
】

対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

か
ら
２
０
０
０
人
を
無
作
為
抽
出

実
施
期
間
　
８
月
10
日
～
31
日

調
査
方
法��
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

・
回
収
数
　
９
８
４
票

・
回
収
率
　
49
・
２
％

【
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
】

対
象
　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
市

民
団
体
な
ど
51
団
体

実
施
期
間
　
書
面
に
よ
る
調
査
／

８
月
24
日
～
９
月
10
日
　
対
面
で

の
意
見
交
換
／
10
月
15
日
・
16
日

（
全
４
回
）

調
査
結
果
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら詳細はこちら

総合計画の策定状況をお知らせします

問合先　政策推進課政策担当

お子さんの新入学にかかる費用を入学前に支給します

問合先　学校教育課学務担当

　
平
成
31
年
度
に
小
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭

で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者

の
方
に
新
入
学
準
備
費
の
支
給
を

入
学
前
の
３
月
に
行
い
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

①
収
入
が
少
な
く
経
済
的
に
お
困
り

の
方
で
認
定
基
準
の
範
囲
内
の
方

②
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方

③
市
民
税
が
減
免
ま
た
は
非
課
税

と
な
っ
た
方

④
国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
税
が
減
免
ま
た
は
猶
予

さ
れ
た
方

⑤
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

申
請
方
法

　
次
の
①
か
ら
③
を
持
参
し
、
1

月
31
日
㈭
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
就
学
援
助
認
定
申
請
書
・
世
帯

票（
学
校
教
育
課
で
配
布
）

②
世
帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・
税

番
号
）通
知
カ
ー
ド
と
窓
口
に
来

ら
れ
る
方
の
身
分
を
証
明
で
き
る

書
類（｢

運
転
免
許
証｣

な
ど
）

※
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
て
い
な
い
方
は
、
世

帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の
収
入

を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

③
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）、
振

込
先
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）

支
給
額
・
支
給
日
な
ど

支
給
額
　
小
学
校
４
万
６
０
０
円
、

中
学
校
４
万
７
４
０
０
円

支
給
日���

平
成
31
年
３
月
上
旬
予
定

支
給
方
法
　
保
護
者
の
口
座
に
振

込
み
ま
す
。

そ
の
他
　
新
入
学
準
備
費
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
る
支
給
で
す
。

す
で
に
平
成
30
年
度
就
学
援
助
認

定
と
な
っ
て
い
る
方
は
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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平成31・32年度競争入札参加資格審査申請の受付を行います

問合先　各問合先へお問い合わせください

鶴ヶ島市職員を募集します

問合先　人事課人事担当

全国スポーツ推進委員連合 
功労賞を受賞されました
問合先　生涯学習スポーツ課市民スポーツ担当

　
市
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
予
定
の
市
職
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職（
事
務
）　
4
人
程
度

一
般
行
政
職（
土
木
）　
２
人
程
度

一
般
行
政
職（
福
祉
）　
２
人
程
度

受
験
資
格
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
12
月
３
日
㈪
～
12
日

㈬申
込
方
法
　
人
事
課
へ
持
参（
土・

日
曜
日
を
除
く
）ま
た
は
郵
送
。

郵
送
の
場
合
は
12
月
10
日
㈪（
消

印
有
効
）

第
１
次
試
験
日
　
１
月
13
日
㈰

そ
の
他
　
採
用
試
験
案
内
、
申
込

書
類
は
人
事
課
、
若
葉
駅
前
出
張

所
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳細はこちら

　
11
月
15
日
に
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
た｢

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
究
協
議
会｣

で
、
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
武た
け

田だ

和か
ず

子こ

さ
ん
が

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
自
己

の
研
さ
ん
に
励
む
と
と
も
に
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
推
進
に
寄

与
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、（
公

財
）全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連

合
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

鶴
ヶ
島
市
役
所

受
付
期
間
　
12
月
３
日
㈪
～
28
日

㈮申
請
方
法
　
財
政
課
契
約
担
当
へ

原
則
郵
送（
消
印
有
効
）。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
財
政
課
契
約
担
当

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団

受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈭
～
31
日

㈭
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
上
下

水
道
合
同
庁
舎
２
階
Ｂ
会
議
室

提
出
方
法
　
持
参（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企

業
団
庶
務
課
財
政
担
当
☎
２
８
３
・

１
９
５
７

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈭
～
31
日

㈭
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
上
下

水
道
合
同
庁
舎
２
階
Ｂ
会
議
室

提
出
方
法
　
持
参（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
下
水
道
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組

合
総
務
課
総
務
担
当
☎
２
８
３
・

２
０
５
１

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈭
～
31
日

㈭
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防

組
合
庶
務
課

提
出
方
法
　
持
参（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組

合
庶
務
課
管
理
担
当
☎
２
８
１
・

３
１
１
８

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈭
～
31
日

㈭
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
地
区
衛
生
組
合

事
務
所

提
出
方
法
　
持
参（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
12
月
10
日
㈪
か
ら
坂

戸
地
区
衛
生
組
合
事
務
所
で
配

布
。
鶴
ヶ
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
合
先
　
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
庶

務
係
☎
２
８
３・３
５
６
１
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功労賞を受賞されました
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は
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採
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ま
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事
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人
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度
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２
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２
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付
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３
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）
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郵
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・
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１
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10
日
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～
31
日

㈭
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時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
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土
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日
曜
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、
祝
日
を
除
く
）

受
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所
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、
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会
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室
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持
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可
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下
水
道
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組

合
総
務
課
総
務
担
当
☎
２
８
３
・

２
０
５
１

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈭
～
31
日

㈭
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防

組
合
庶
務
課

提
出
方
法
　
持
参（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組

合
庶
務
課
管
理
担
当
☎
２
８
１
・

３
１
１
８

坂
戸
地
区
衛
生
組
合

受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈭
～
31
日

㈭
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16

時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
地
区
衛
生
組
合

事
務
所

提
出
方
法
　
持
参（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
12
月
10
日
㈪
か
ら
坂

戸
地
区
衛
生
組
合
事
務
所
で
配

布
。
鶴
ヶ
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
合
先
　
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
庶

務
係
☎
２
８
３・３
５
６
１
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12月4日から10日までは人権週間です

問合先　総務人権推進課人権推進担当

水道メーターなどを寒さから守ろう

問合先　坂戸、鶴ヶ島水道企業団☎283・1953

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
な
る

と
、
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
凍
結

し
、
破
損
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
保
温
は
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
る
と
効
果

的・
露
出
し
た
水
道
管
は
、
布
な
ど

を
巻
い
て
保
温
し
、
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
や
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る

・
凍
結
し
た
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯

で
徐
々
に
溶
か
す

・
破
損
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
丙
止
水
栓
を

　「
人
権
」
に
つ
い
て
は
、
な
か

な
か
考
え
る
機
会
も
な
く
、
守
ら

れ
て
い
る
の
が
当
た
り
前
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
世
の
中
に
は
、｢

人
権｣

を
踏
み
に
じ
る
行
為
や
偏

見
、
差
別
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
存
在
し
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど

新
た
な
人
権
問
題
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
に
は
、｢

障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律（
障
害
者
差
別
解
消

閉
め
、
破
損
箇
所
に
布
か
テ
ー
プ

を
巻
い
て
応
急
処
置
を
し
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
す
る

・家
を
数
日
留
守
に
す
る
場
合
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
丙

止
水
栓
を
必
ず
閉
め
る

水
道
使
用
開
始
・
中
止
の
届
出

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
３
日
前
ま

で
に
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
新
た
に
水
道
を
使
い
始
め
る
と
き

②
部
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
水

道
を
使
い
始
め
る
と
き

③
引
っ
越
し
、
長
期
不
在
な
ど
で

水
道
を
止
め
る
と
き

法
）｣

、｢

本
邦
外
出
身
者
に
対
す

る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に

向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法

律（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
）｣

、

｢

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律（
部
落
差
別
解
消
推
進

法
）｣

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
安
心
し
て
生
活
を
営
め
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
の
機
会

に
、｢

人
権｣

に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

「同和問題の
解決のために」
はこちら

所
在
地
　
新
町
三
丁
目
21
―
14

住
宅
の
概
要
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
３
階
建
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

駐
車
場
有
り

募
集
す
る
戸
数
　
１
戸（
障
害
者

等
世
帯
用
住
宅
１
Ｄ
Ｋ
※
定
員
１

～
２
人
）

主
な
入
居
資
格

１
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
な
ど
、
今
回
の
募
集

資
格
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

２
　
鶴
ヶ
島
市
に
継
続
し
て
１
年

以
上
住
ん
で
い
る
こ
と

３
　
鶴
ヶ
島
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と

※
そ
の
他
に
も
資
格
条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
12
月
３
日
㈪
か
ら

配
布
す
る｢

入
居
募
集
案
内｣

で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

家
賃
　
世
帯
の
収
入
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

（
参
考
）１
Ｄ
Ｋ
１
万
８
３
０
０
円

～
３
万
６
０
０
０
円

申
込
期
間
　
12
月
３
日
㈪
～
25
日

㈫
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

入
居
者
の
選
定
方
法
　
抽
選
お
よ

び
資
格
審
査
を
行
っ
た
上
で
決
定

し
ま
す
。

入
居
予
定
日
　
平
成
31
年
3
月
1

日
㈮

募
集
案
内
の
配
布
　
都
市
計
画

課
、
障
害
者
福
祉
課
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
若
葉
駅
前
出
張
所

申
込
み
　
県
住
宅
供
給
公
社
川
越

支
所（
〒
350
―
１
１
０
１
川
越
市

的
場
２
２
１
８
―
４
ベ
ル
ア
ー
ト

３
０
１
号
室
）

市営住宅(新町住宅)入居者を募集します

問合先　県住宅供給公社川越支所☎227・6418、都市計画課開発建築担当

和室
（6帖）

DK

浴室 洗面

W.C

玄関

バルコニー

押
入

下
足
入
ベ
ン
チ
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障害者週間(12月3日～9日)をご存じですか

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
障
害
者
週
間
は
、
障
害
者
基
本

法
に
よ
り
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
、
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
障
害
者
団
体
と

協
力
し
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
様
々
な
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

障
害
者
団
体
の
紹
介（
パ
ネ
ル
展

示
）

期
間
　
12
月
７
日
㈮
ま
で

場
所
　
市
役
所
ロ
ビ
ー

内
容
　
①
市
内
障
害
者
団
体
や
障

害
者
を
支
援
す
る
団
体
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
活
動
を
パ

ネ
ル
展
示
で
紹
介
　
②
障
害
者
就

労
施
設
な
ど
の
物
品
販
売

被害者にも加害者にもならないために！冬の交通事故防止運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
年
末
年
始
が
近
づ
く
と
、
人
や

車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、

交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

年
末
年
始
、
夜
間
は
特
に
注
意

　
運
転
中
の
焦
り
や
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
緩
み
が
、
重
大
な
事
故
を

引
き
起
こ
す
要
因
に
な
り
ま
す
。

慌
て
て
い
る
と
、
安
全
確
認
を
し

た
つ
も
り
で
も
、
実
際
は
危
険
を

し
っ
か
り
認
識
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
慌
た
だ
し
い
時

期
だ
か
ら
こ
そ
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
行

動
し
、
夜
間
は
特
に
注
意
深
く
安

全
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
し
た
ら
歩
行
者
も
注
意
を

　
自
転
車
も
車
両
で
す
。
お
酒
を

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
自
分
だ
け
で
な
く
、

お
酒
を
飲
ん
だ
全
員
が
正
し
い
交

通
手
段
で
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
を
歩
く
際
は
き
ち

ん
と
歩
道
を
歩
き
、
反
射
材
を
使

用
す
る
な
ど
目
立
つ
服
装
を
心
掛

け
、
渡
る
と
き
は
必
ず
横
断
歩
道

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。
酔
っ
て
路
上

で
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
死
亡

事
故
に
も
つ
な
が
る
危
険
行
為
で

道
路
交
通
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
運
動
実
施
期
間

12
月
１
日
㈯
～
14
日
㈮

市
運
動
重
点

薄
暮
時
お
よ
び
夜
間
の
交
通
事
故

防
止

県
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上
寝

込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
な
が

ら
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
３
日
㈪
16
時
～

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク

障害者交流フェスティバルwith雅
みやびいち

市
今年も雅市（ハンドメイド雑貨市）とコラボします。
日時　12月9日（日）10時～17時　　場所　女性センター
内容
○障害者施設などの商品とハンドメイド雑貨の販売　10時30分～16時　
○体験コーナー（郷土かるた、ガイドヘルプ体験、お手玉体操、マジック
バルーン）　10時30分～16時　○プリクラ　10時30分～16時　参加費　
100円　○障害のある方の相談コーナー（生活サポートセンター）　10時
30分～16時　○講演会 ｢見えない世界から見えたもの～パラリンピッ
クと私～｣　10時30分～11時15分　講師　葭

よし
原
はら
滋
しげ
男
お
さん（パラリンピッ

クメダリスト・鶴ヶ島市出身）　○ヨガ教室　12時～13時30分　参加費　
500円　持ち物　ヨガマット（ある方）、飲み物、タオル　○読み聞かせ・
エプロンシアター（図書館出張よみきかせ会）　12時15分～12時45分　
○つるがしまどこでもまちライブラリー＠ハーモニー（障害にちなんだ本
の朗読会）　13時30分～15時　○ブラインドサッカー体験会　13時30分
～15時　場所　鶴ヶ島中学校体育館　持ち物　上履き　その他　運動の
できる服装　申込み　社会福祉協議会　○アクト ザ ファミリー（ダンス）　
15時30分～17時
問合先　社会福祉協議会☎271・60115287・0557
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問合先　障害者福祉課障害者福祉担当
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は
、
障
害
者
基
本

法
に
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と
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が
、
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に
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の
関
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と
理
解
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と
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、
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、
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他
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の
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す
る
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を
高
め
る

こ
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を
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と
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す
。
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に
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な
事
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を
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い
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す
。
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い
。
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団
体
の
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介（
パ
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ル
展

示
）
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12
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７
日
㈮
ま
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ー
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る
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の
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で
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介
　
②
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就
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ど
の
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売

被害者にも加害者にもならないために！冬の交通事故防止運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　
年
末
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始
が
近
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く
と
、
人
や

車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な
り
、

交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
交
通
ル
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ル
の
遵
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と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
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を
習
慣
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け
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

年
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始
、
夜
間
は
特
に
注
意

　
運
転
中
の
焦
り
や
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
緩
み
が
、
重
大
な
事
故
を

引
き
起
こ
す
要
因
に
な
り
ま
す
。

慌
て
て
い
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と
、
安
全
確
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を
し
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で
も
、
実
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は
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で
き
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な
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こ

と
が
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ま
す
。
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し
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そ
気
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を
落
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着
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、
時
間
に
余
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を
持
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て
行

動
し
、
夜
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に
注
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深
く
安

全
確
認
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る
よ
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に
し
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う
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飲
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し
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ら
歩
行
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も
注
意
を

　
自
転
車
も
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両
で
す
。
お
酒
を

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
し
て
は
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け
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ん
。
自
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け
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く
、

お
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を
飲
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だ
全
員
が
正
し
い
交

通
手
段
で
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で
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る
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に
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ま
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う
。

　
ま
た
、
道
路
を
歩
く
際
は
き
ち

ん
と
歩
道
を
歩
き
、
反
射
材
を
使

用
す
る
な
ど
目
立
つ
服
装
を
心
掛

け
、
渡
る
と
き
は
必
ず
横
断
歩
道

を
渡
り
ま
し
ょ
う
。
酔
っ
て
路
上

で
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
死
亡

事
故
に
も
つ
な
が
る
危
険
行
為
で

道
路
交
通
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
運
動
実
施
期
間

12
月
１
日
㈯
～
14
日
㈮

市
運
動
重
点

薄
暮
時
お
よ
び
夜
間
の
交
通
事
故

防
止

県
運
動
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上
寝

込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
な
が

ら
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
３
日
㈪
16
時
～

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク

障害者交流フェスティバルwith雅
みやびいち

市
今年も雅市（ハンドメイド雑貨市）とコラボします。
日時　12月9日（日）10時～17時　　場所　女性センター
内容
○障害者施設などの商品とハンドメイド雑貨の販売　10時30分～16時　
○体験コーナー（郷土かるた、ガイドヘルプ体験、お手玉体操、マジック
バルーン）　10時30分～16時　○プリクラ　10時30分～16時　参加費　
100円　○障害のある方の相談コーナー（生活サポートセンター）　10時
30分～16時　○講演会 ｢見えない世界から見えたもの～パラリンピッ
クと私～｣　10時30分～11時15分　講師　葭

よし
原
はら
滋
しげ
男
お
さん（パラリンピッ

クメダリスト・鶴ヶ島市出身）　○ヨガ教室　12時～13時30分　参加費　
500円　持ち物　ヨガマット（ある方）、飲み物、タオル　○読み聞かせ・
エプロンシアター（図書館出張よみきかせ会）　12時15分～12時45分　
○つるがしまどこでもまちライブラリー＠ハーモニー（障害にちなんだ本
の朗読会）　13時30分～15時　○ブラインドサッカー体験会　13時30分
～15時　場所　鶴ヶ島中学校体育館　持ち物　上履き　その他　運動の
できる服装　申込み　社会福祉協議会　○アクト ザ ファミリー（ダンス）　
15時30分～17時
問合先　社会福祉協議会☎271・60115287・0557
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問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部☎281・3119

消
防
出
初
め
式
を

｢

ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク｣

で
行
い
ま
す
！

日
時
　
１
月
６
日
㈰
９
時
～
12
時
30
分

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
駐
車
場
、
ワ

カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
内
ス
テ
ー
ジ

内
容
　
①
は
し
ご
車
の
試
乗（
小
学
生

以
上
・
先
着
１
3
０
人
）　
②
消
防
車
・

救
急
車
・
災
害
救
助
艇
の
試
乗
　
③

消
防
服
・
空
気
呼
吸
器
の
試
着
　
④

３
Ｄ
で
自
然
災
害
を
体
験
　
⑤
ロ
ー

プ
渡
り
体
験
　
⑥
演
技（
祝
太
鼓
、
は

し
ご
乗
り
、
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
な

ど
）　
⑦
救
助
隊
に
よ
る
降
下
訓
練
披

露
な
ど

問
合
先
　
庶
務
課
消
防
団
担
当

田
島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
㈱
埼
玉
工
場
へ

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
を

交
付
し
ま
し
た

　｢

消
防
団
協
力
事
業
所
制
度｣

で
は
、

事
業
所
と
し
て
消
防
団
活
動
に
協
力

し
、
社
会
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
事
業

所
に
表
示
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
田
島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
㈱
埼
玉
工
場

は
、
従
業
員
が
消
防
団
に
３
人
入
団

し
、
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る

事
業
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
10
月
11

日
、
消
防
本
部
に
お
い
て
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

問
合
先
　
庶
務
課
消
防
団
担
当

「
第
31
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
」
を

実
施
し
ま
し
た

　
10
月
15
日
、
石
井
水
処
理
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
で
事
業
所
に
お
け
る
防
火

意
識
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
屋
内
消

火
栓
操
法
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
内
の
事
業
所
か

ら
22
隊
の
自
衛
消
防
隊
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝（
男
子
の
部
）／
田
島
ル
ー
フ
ィ

ン
グ
㈱
埼
玉
工
場
自
衛
消
防
隊
　

優
勝（
女
子
の
部
）／
啓
装
工
業
自
衛

消
防
隊
Ａ
隊
　

準
優
勝（
男
子
の
部
）／
東
洋
イ
ン
キ

自
衛
消
防
隊
　

準
優
勝（
女
子
の
部
）／
凸
版
情
報
加

工
第
二
自
衛
消
防
隊
　

３
位
／
鶴
ヶ
島
市
役
所
自
衛
消
防
隊
　

入
賞
／
坂
戸
市
役
所
自
衛
消
防
隊
、

田
島
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
㈱
埼
玉
第
二
工
場

自
衛
消
防
隊
、
凸
版
情
報
加
工
第
一
自

衛
消
防
隊
、
タ
ム
ラ
自
衛
消
防
隊
　

敢
闘
賞
／
や
ま
ぶ
き
の
郷
自
衛
消
防
隊
、

さ
か
ど
ロ
イ
ヤ
ル
の
園
自
衛
消
防
隊

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

対
象
　
市
内
・
坂
戸
市
在
住
在
勤
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　
無
料
　

申
込
・
問
合
先
　
12
月
10
日
㈪
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
、
警
防
課
救
急
担

当
へ（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）☎

２
８
１・３
１
１
６

種　別 日　時 場　所 定　員 内　容

普通救命講習

1月11日(金)
9時〜12時 坂戸消防署 30人

心肺蘇生法（成人）、大出
血時の止血法2月23日(土)

9時〜12時 鶴ヶ島消防署 20人

上級救命講習 3月15日(金)
9時〜17時 坂戸消防署 30人

心肺蘇生法（成人､ 小児､
乳児､ 新生児）、大出血時
の止血法、傷病者の管理
法、手当の要領および搬
送法

※各日とも申込順。なお、駐車場には限りあり。

Information　鶴ヶ島市役所　☎ 271・1111
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Infor-
mation

◆市・県民税第4期
◆国民健康保険税第6期
◆介護保険料第6期
◆後期高齢者医療保険料第6期

異常水質事故とは、①有害な物質
によって、人の健康や生活環境に
被害が生じるおそれがあること、
②魚類が大量に浮上、狂

きょう

奔
ほん

、へい
死などすること、③油類、着色汚
水などにより、水質が著しく悪化
すること、④その他水質の汚濁に
より、利水に支障を及ぼすおそれ
があることを指します。
例えば、誤って油類を公共用水域
に流してしまうと、下流で魚のへ
い死や農業および利水への被害な
どが出ることが予想されます。
特に年末の大掃除をするこの時期
には気をつけましょう。
問　生活環境課環境保全担当、県
東松山環境管理事務所☎0493・
23・4050

お知らせ
今月の納期

異常水質事故防止に努めましょう

12月31日現在、業務に従事して
いる保健師・助産師・看護師・准
看護師・歯科衛生士・歯科技工士
の方は、「業務従事者届」の提出
が義務となっています。届出票は
各勤務地から受け取るか、県ホー
ムページからダウンロードもでき
ます。
提出期限　1月15日(火)（郵送可）
提出先　勤務地を管轄する保健所
問　県医療人材課看護・医療人材
担当☎048・830・3543

平成31年度の公立小中学校の教
職員の欠員補充や、育児休業、病
気などにより勤務することができ
ない教職員の代替などとして、臨
時的任用教職員および非常勤講師
を募集します。
応募資格　①教員は教員普通免許
状、学校栄養職員は栄養士免許状
を所有している方または取得見込
みの方　②地方公務員法第16条
および学校教育法第9条の欠格事
項に該当しない方
応募方法　応募の際は「希望調書」
の提出が必要になります。詳しく
は、県教育委員会のホームページ
をご覧になるか、下記にお問い合
わせください。
問　学校教育課指導担当または県
西部教育事務所人事・学事担当☎
242・1805

医療従事者の方は届出を！

募　　集
公立小中学校臨時的任用教職員
などを募集します

選挙をより身近なものに感じても
らえるよう、投票立会人の登録者
を募集しています。投票立会人と
は、有権者の代表として、投票が
公正・適正に行われているかを見
守る方です。
対　市の選挙人名簿に登録されて
いる方
応募方法　「投票立会人登録申込
書」に記入し、市選挙管理委員会
へ持参してください。登録申込書
は、市ホームページからダウンロ
ードもできます。
問　選挙管理委員会

対　小学生の部／市内在住の小学
生3人1組のチームもしくは個人　
フリーの部／市内在住在勤在学者
を含む3人1組のチーム　※幼児・
小学生を含んでも可
日　12月8日(土)9時45分〜13時30分
場　東市民センター
定　40組(申込順)
持　座布団
申	問　12月6日(木）までに市子ど
も会育成会連絡協議会(生涯学習ス
ポーツ課内)へ電話かファクシミリ
で5271･4280

投票立会人を募集しています

イベント
第14回未来を拓く 
つるがしま郷土かるた大会

広告




